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運転態度の評価と各種違反運転との関連

田中寛二

KanjiTanaka
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ａｎｄＳｏｍｅＫｉｎｄｓｏｆｔheTrafficOffenses．

本研究の主な目的は，運転マナーと各種の違反運転の頻度および他者か

らの影響等との関連性を検討することを通して，運転者の運転マナーの評価

に影響を及ぼす要因を明らかにすることである。調査対象者は，運転免許を

取得し,日常的に自動車を運転している者,計702名であった。主な結果は，

①パス，タクシーについては．乗車中あるいは走行中に関わらず，運転態度

は悪いと認識している比率が最も高いことが示された。②他者からの影響に

ついては，運転態度の善し悪しと関係なく，いずれの対象からも影響を受け

ていないとの回答が最も高率であった。③制限速度超過違反，飲酒運転，違

法駐車，信号無視Ⅲ方向指示器不使用に関する調査の結果，「しない＋ほと

んどしない」への回答が最も多く，いくつかの項目で性差が認められた。④

総合的な運転態度評価に対して．制限速度超過，飲酒運転，駐車禁止，及び

信号無視が影響を与えていることが明らかになった。

以上の結果が，交通安全教育や交通カウンセリングの観点から検討された。

KeyWords：運転マナー，違反運転，他者からの影響，他者の運転態度

1．背景と目的

交通違反を撲滅するための活動は，現代社会において積極的に取り組むく
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き課題であると考えられ，そのために様々な視点からの研究が行われてき

た。そのひとつとして，交通規範意識を想定し，その形成要因や交通行動と

の関係を明らかにすることは重要であるという認識に基づいた研究が行われ

てきた。

このような研究はあまり多くないが，たとえば,田中（2002）は，交通規

範意識を明らかにするために，交通規範意識を，各種の交通違反への許容及

び行動から理解しようとし，また，それを規定する要因として各種の交通違

反行為の目撃頻度をとりあげている。その他にも，運転規範意識の得点と集

団ロールシャッハテストにより明らかにしようとした研究（田中，2003）や，

Ｐ－Ｆスタディとの関連を模索した研究（田中，2004）が行われている。し

かし，これらの研究において，交通規範意識は，あまり明確には位置づけら

れなかった。その要因はいくつか考えられようが，例えば，信号無視につい

て，信号無視をどの程度行って良いと思うか（許容性)，どの程度行ってい

るか（行動頻度）という直接的な尋ね方を採用していることにあると考えら

れる。とりわけ，許容性については，そのような尋ね方をすると，善悪の判

断に基づいて，社会的に望ましい回答をする傾向が高まり，日常の認識を直

接反映した回答にはなり難くなると解される。つまり，回答に歪みが生じる

可能性が高い。

運転態度については，多くの研究がなされているが，藤本・東（1996）は

若年運転者の運転態度として，111項目からなる質問紙を作成し，それらの

項目への評定値について主成分分析を行い，９つの運転態度を抽出している。

それら９つの運転態度の内，藤本ら及び藤本（2000）は，攻撃的運転態度を

交通事故と強く関連するものと位置づけている。藤本は，攻撃的な運転態度

の内面化と模倣の間に強い関連性があると示唆している。模倣は，他者から

の影響と換言できる。

運転という行為は，直接には，自動車練習所等の運転教習場面における教

授過程において習得されるものであるが，その後の実践的な経験の中で，自
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動車練習所等での教習場面で習得し得なかった様々な運転に関連する行動

（態度）を習得することがあり得る。また，そのような過程で，自動車練習

所で習得した内容が修正されるとも考えられる。その際．どのような対象か

らの影響を受けやすのかについて，実証的な研究は見あたらない。そこで，

運転者がどのような対象から影響を受けているのかを明らかにするための研

究を行う必要がある。その際，その対象の運転態度をどの程度望ましいと認

識しているかを明らかにしておく必要がある。

本研究では，運転態度の形成（あるいは修正）に影響を与えると考えられ

る対象の運転態度についての認知を明らかにした上で，自らの運転態度別に

他者からどの程度影響を受けているかを明らかにすることを主な目的とする。

ところで，運転態度については，これまでいくつかの研究がなされている

（例えば，藤本・東，1996,など)。これらの研究では，多数の質問項目を用

いていくつかの種類の運転態度を明らかにしようとしている。また，北折

(2004）は，交通違反の悪質性評価に関する研究で，様々な状況で行われる

違反の悪質性は全て同程度というわけではなく，内容や状況によって悪質性

に差異があることを明らかにしている。これらの研究から，ある種類の違反

について，単一の項目を設定するよりも，いくつかの場面や内容を複数の項

目によって設定し，それらに対する回答結果を用いて，ある種類の違反に対

する認識や態度を多面的に明らかにすることが適当であることが示唆される。

また，事故発生率について各種の統計資料において，女性よりも男性の方

に交通事故や交通違反が多いことが示されている。このことから，性差につ

いて検討することは意味のあることと考えられる。そこで，上記の関係性を

性別に分析する。

２．方法

１）調査対象者沖縄県在住で運転免許を取得している男女702名が調査対

象者となった。表ｌに，性別，年齢層別に調査対象者数を示す。
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表１調査対象者の内訳

29歳以下３０～49歳５０歳以上 計

７５

１５．４％

236

48.5％

１７６

３６．１％

487

100.0％
男性

９５

４４．２％

７８

３６．３％

215

100.0％

４２

１９．５％
女性

１７０

２４．２％

314

44.7％

２１８

３１．１％

702

100.0％
計

２）調査内容

①交通マナー等に関する項目主に田中（2002）を参考にして自分自身

の交通マナーの認知に関する項目，運転における他者からの影響に関す

る項目が作成され，用いられた。

②交通違反に関する項目群信号無視，駐車違反，制限速度超過，飲酒

運転，方向指示器不使用について。各々の程度を明らかにするための設

問に対し，「全くしない」から「いつもする」までの６段階評定が求め

られた。なお，北折（2004）を参考にして．それぞれの交通違反につい

て，複数の状況を設定した。

③デモグラフィック項目群性，年齢．居住地町村名，職業カテゴリー，

運転免許の有無と種類，各種車両の使用状況などを尋ねる設問から構成

されていた。

３）手続き

ＮＴＴ電話帳から無作為に抽出した沖縄県民700名を対象として，郵送法に

よる調査を実施した。ところが，その回収数が98名分（回収率14％）であっ

たことから，郵送法に代わり，縁故法による調査を実施した。また，（独立

行政法人）自動車事故対策機構（沖縄支所）の開催する講習会の参加者にも

調査協力を依頼した。調査は，自動車の免許を取得しており，日常的に自動

車を運転している条件に合致する1,500人を対象として行われた。

４）調査実施時期

－８２－



運転態度の評価と各種違反運転との関連（田中寛二）

調査は，2003年10月から12月にかけて行われた。

3．結果と考察

l）自分の運転に対する認知

①運転態度について（表２）

自らの運転態度について，「非常に悪いと思う」から「非常に良いと

思う」の７段階での評定を求めた。その結果を，表２に示す。表に示さ

れているように，「平均的だと思う」への回答率が最も多い。そして，

「少し悪いと思う」が続き，３番目に回答が多いのが「少し良いと思う」

となっている。このような回答結果は，男女とも同様である。ただし，

Ｘ2検定の結果が有意(X2(6)＝17.60,ｐ＜､001）であることは，男女間

の回答傾向が統計的には異なっており，「平均的である」の回答率が男

性よりも女性に高いこと，良い（｢少し良い」から「非常に良い｣）に対

しては回答率が女性よりも男性の方が一貫して高いことを反映している

と考えられる。

表２自分の運転態度に対する認知

嫌に悪い力)なり悪い少し悪い
と思うと思うと思う

平均的だ
と思う

少し良い

と思う #鰐い#鰐;’計麗
１５７５２５４７１６９１３

男性0ｶ％Ｌ6％'５２%5鮒Ｉ４ｌｉ％ルュルOi1i％
１４４１１３３１９１３４１７`６０

女性Ｏ;認Ｌ;聡l巾61{駒&燐臥協Ｉ;％IOili鶏P芝:;１
２９１１６３８７９０８２１７

計ｑｉ％Ｌ;鶏,蝋5:１%戯,,P;％２V%,柵

②運転技術について（表３）

自らの運転技術について，「非常に下手だと思う」から「非常に上手

いと思う」までの７段階での回答を求めた結果を，表３に示す。表３に

示されているように，「平均的だと思う」への回答率が最も高いのは男

女とも同様の結果であるが，男性では，２番目に多い回答が「少し上手
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いと思う」であり．「かなり上手いと思う」と続いている。それに対し

て，女性で２番目に回答率が高いのは，「少し下手だと思う」であり，

次いで「かなり下手だと思う」と回答している。なお，Ｘ2検定は出現

頻度がＯになるセルがあるため，実施しなかった。

表３自分の運転技術に対する潔知

鏡に下手力１ｋリドギリし下手平均的だと１１兆上手力)なり上手
だと思うだと思うだと思う思ういと思ういと思う jIi嚇計

男性０２％Ｌｉ％７２％590％Ia6％lL7％２３%10;§i％
１３５２８８９１５７１１

女性００％６５％237%591％‘0％４７％ｑ0％IOili％
0１４５１１２７１３１００

計0J％２７％122%590％148％９５％Ｌ6%IOI9i％
１１９８６４１５１０４６７１１

２）他者の運転態度に対する認識について（表４）

他者の運転態度に対する認識について７段階での評定を求め，その回答結

果を「良い」「平均的」「悪い」に再分類し，男女別に集計した（表４参照)．

なお，父親と母親については，「運転しない」への回答は除外した。

父親に対しては，男女ともに「良い」が最も高率であり，次いで「平均的」

となっている。母親に対しては，「平均的」が最も高率であり，「良い」がそ

れに次いで高いことが示されている。いずれも，男女間の差異はさほど大き

くなく，統計的にも有意な関連性は認められなかった（X2(2)＝4.09,ＮS､)。

乗車中あるいは走行中のパス，タクシー及びトラックに対するマナーにつ

いては「悪い」への回答率が最も高いことが示されている。その傾向は，男

性よりも女性で高い。例えば走行中のタクシーのマナー「悪い」への女性の

回答率は約79.5％である。他方，タクシー，バス,トラックの運転態度を

｢良い」と回答しているのは，男性の乗車中のパスのマナーに対する回答率

(14.9％）を除いては，いずれも10％未満であり，とりわけ女性では走行中

のタクシーの運転態度を良いと認識しているのは2.0％にしか過ぎないこと

が示されている。このような傾向は，男性よりも女性の方で著しく,Ｘ２検
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表４他者の運転マナー認知

z２値
｡f＝２

悪い平均的良い計

247

100.0％

103

41.7％

109

44.1％

３５
列性

１４．２％

4.09

N.Ｓ，

74

48.1％

154

100.0％

３０
女性

19.5％

５０

３２５％
父親

183

45.6％

401

100.0％

６５

１６．２％

153

38.2％
a＋

１１１

１００．０％

４２

３７．８％

４９

４４．１％

２０
列性

18.0％

０．５４

Ｎ.Ｓ、

３４

３５．８％

95

100.0％

２１
女性

２２．１％

４０

４２.】％
母親

２０６

】00.0％

７６

３６９％

４１

１９．９％

８９

４３．２％
計

444

100.0％

６６

１４９％

１９３１８５
列性

４３．５％４１．７％

８．５８

P<､0５

201

100.0％

８５

４２．３％

１４

7.0％

１０２
女性

５０．７％
乗山中のパス

６４５

】00.0％

８０

１２．４％

295

45.7％

270

41.9％
針

450

100.0％

４３

９．６％

２６９１３８
男性

５９．８％３０．７％

５．６７

P<,1０

201

100.0％

９

４．４％

１３５６０
乗血中のタクシー女性

６６．２％２９．４％

654

100.0％

52

8.0％

dlOu1

61.8％

198

30.3％
計

447

100.0％

３９

８．７％

２４１
男性

５３．９％

167

37.4％

５．９６

P<,0５

203

100.0％

７

３．４％

８２

４０．４％

１Ｍ
女性

５６．２％
トラック

650

100.0％

46

7.1％

249

38.3％

355

54.6％
計

445

100.0％

58

13.0％

１４４２４３
列性

３２．４％５４．６％

８．８１

P<､０５
営業用の車両

（会社名の入ったHＩＤ

201

100.0％

１３

６．５％

５７
女性

２８．４％

131

65.2％

646

100.0％

７１

１１０％

２０１

３１．１％

374

57.9％
計

445

100.0％

２１０１９２
男性

４７．２％43.1％

４３

９．７％

３．３８

N.Ｓ，

202

100.0％

８８

４３．６％

11

5.4％

１０３
女性

51.0％
走行中のパス

647

100.0％

５４

８．３％

313

48.0％

280

13.3％
計

443

100.0％

３９

８．８％

２９３111
男性

６６．１％２５．１％

15.61

P<､001

４

２．０％

200

100.0％

159
走行中のタクシー女性

７９．５％

３７

１８．５％

643

100.0％

４３

６．７％

452

70.3％

148

23.0％
計

445

100.0％

67

15.1％

８２２９６
脚性

１８．４％６６．５％

203

100.0％

８．１２

P<､0５
会社の同僚（大学生の女性 ２１

場合は「友人｣）１０．３％

41

20.2％

１４１

６９．５％

648

100.0％

108

16.7％

437

67.4％

103

15.9％
計
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定の結果，走行中のパスを除く全ての項目で，有意か，あるいは有意な傾向

を示している（x2(2)＝５．６７～8.81,Ｐ＜・１０～､05)。

営業用の車両及び会社の同僚（大学生の場合は友人）の運転マナーについ

ては「平均的」の回答が最も高率であった。

３）運転態度別の他者からの影響認知

他者からどの程度の影響を受けているかを明らかにするために，「全然影

響を受けていない」から「非常に影響を受けている」までの７段階の評定を

求めたが，分析については，「影響を受けていない」「どちらともいえない」

｢影響を受けている」に再分類した。他者については，父親，母，乗車中の

パス，乗車中のタクシー，トラック，営業用の車両，走行中のパス，走行中

のタクシー．同僚（大学生の場合は，友人）とした（なお，父親，母親につ

いては，上記の選択肢の外に「運転しない」を加えた)。

また，上記のとおり運転態度は７段階評定であるが，「悪い」「平均的」

｢良い」の３カテゴリーに再分類した。

これらの変数を男女別にクロス集計した結果を，表５から表13までに示す。

①父親からの影響と運転態度との関連（表５）

男性では，自分の運転態度を「悪い」と認知している者は，父親から

「影響を受けていない」の回答が最も多いが，「平均的」あるいは「良い」

と回答している者は，（父親は）「運転しない」の回答が最も多い。この

ような回答には統計的に有意な関連性は認められなかった(x2(6)＝

9.46,Ｎ.S､)。

女性では，「悪い」及び「平均的」と回答している者が最も高率で回

答しているのは「影響を受けていない」であるが，「良い」の回答者は，

「影響を受けている」の回答者が最も高率である。このような回答傾向

には統計的に有意な関連性は認められなかった（X2(6)＝7.50,ＮＳ､)。
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表５父親からの影響の有無と運転態度評価との関連

ｘ２値
｡f＝６

影響を受
けている

どちらとも

いえない［鱒;ＩＦ遮橇しなし!欝譲 計

２２３２６１７７７

悪い２８．６％４１．６％７．８％２２１％100.0％
男 １０４８２１８２４０

平均的４３３％３ｲ2％７何％１５３i％1000％ ９．４６

N６．136

100％

３０

２２％

７

５％

４０

２９％

５９
良い

４３％
性

453

100.0％

８３

１８３％

３１

６．８％

154

34.0％

185

40.8％
計

９１７６１３４５
悪い

２０．０％３７．８％１３．３％２８．９％100.0％
女

平均的242％イ53％Ｉq2％203％Ｉハ
３１５８１３２６

７．５０

ＤＬＳ．１１１１１１２３５

良い３１．４％３１．４％２．９％３４．３％100％
性

208

100.0％

５１

２４．５％

２０

９．６％

８６

４１．３％

５１

２４．５％
計

②母親からの影響と運転態度との関連（表６）

母親らかの影響については，男女とも（母親は）「運転しない」が最

も高率である。男性では，自分の運転態度のいずれにかかわらず「影響

を受けていない」への回答率が，「運転をしない」に次いで高いことが

示されている。女性においても，ほぼ同様であるが，男性よりも「影響

を受けている」の回答率がやや高いことが分かる。これらの両変数間に

は統計的に有意な関連性は認められなかった（男性：Ｘ２(6)＝3.10Ｎ.Ｓ，

女性：Ｘ２(6)＝8.30,ＮS､)。
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表６母親からの影響の有無と運転態度評価との関連

鳥騨:屑懲蟻しなし'騨霧
どちらとも

いえない

影騨を受
けている

ｘ２値
｡f＝６

計

５２２０３２７７悪い
６７．５％２６．０％３．９％２．６％100.0％

男
１７１４９１１９２４０

平均的７１．３％２０．４％４．６％３．８％１０００％ 3.10

N.Ｓ、１００
良い

７４％

２５

１８％

４

３％

７

５％

136

100％性
３２３

７１．３％

９４

２０．８％

１８

４．０％

１８

４．０％

453

100.0％
計

１７１３４１０４４悪い
３８．６％２９．５％９．１％２２．７％100.0％

女
６８３２７２２

平均的５ﾕ7％248％且ｲ影１７m聡106?i％ ８．３０

N.．Ｓ、２２５０５３２良い
６８．８％１５．６％０．０％１５．６％100％性
107

52.2％

５０

２４４％

11

5.4％

３７

１８．０％

205

100.0％
計

③乗車中のバスからの影響と運転態度との関連（表７）

乗車中のバスからの影響について，男性，女性ともに，自分の運転態

度のいずれにおいても「影響を受けていない」への回答率が最も高いこ

とが示されている。しかし，男性は，「悪い」と回答している者の「影

響を受けていない」への回答率が，他の態度と比較してやや低く，その

分「影響を受けている」への回答率がやや高くなっている。男性におけ

るこのような回答傾向には，統計的に有意な関連性が認められる。女性

では，自らの運転態度への認知にかかわらず，ほぼ同様な回答傾向を示

している。

このような回答結果について，両変数間には，男女とも，統計的に有

意な関連性は認められなかった(X2(4)＝5.88,Ｎ.Ｓ,Ｘ２(4)＝2.99,Ｎ.S､)。
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表７乗車中のバスからの影響の有無と運転態度評価との関連

自身の運転影響を受
態度評価けてない

どちらとも影響を受
いえないけている

Ｘ２値
｡f＝４

計

７４

１００．０％

４９１２
悪い

６６．２％１６．２％

１３

１７．６％

男
232

100.0％

３８

１６．４％

２１

９．１％平均的７鰍 ５．８８

ＮＳ、１３１

１００．０％

１５

１１．５％

１７

１３．０％

９９
良い

７５．６％
性

437

100.0％

５１

１１．７％

３２１

７３．５％

６５

１４．９％
計

43

100.0％

３

７．０％

３５
悪い

８１．４％

５

１１．６％
女

１２６

１００．０％

10

7.9％

101

平均的８０．２％
１５

１１．９％ ２．９９

N.Ｓ、30

100％

２８
良い

９３．３％

1

3.3％ 3.3％
性

】９９

１００．０％

164

82.4％

14

7.0％

２１

１０．６％
計

④乗車中のタクシーからの影響と運転態度との関連（表８）

乗車中のタクシーからの影響については，男性では，「影響を受けて

いない」への回答率が最も高いことが示されており，次いで「影響を受

けている」が続いている。ただし「平均的」の回答者については，「影

響を受けている」への回答率がやや低く，その分，「どちらともいえな

い」への回答率が高くなっている。このような自分の運転態度の認知と

乗車中のタクシーからの影響についての回答結果について，統計的に有

意な関連性が認められなかった(X2(4)＝5.88,ＮＳ､)。

女性については，男性同様に，運転態度についていずれに回答してい

ても「影響を受けていない」への回答率が最も高いことがわかり，「影

響を受けている」が続いている。X2検定の結果，統計的に有意な関連

性は認められなかった。つまり，運転態度によって影響の違いは認めら

れなかった（x2(4)＝2.99,Ｎ.S､)。
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表８乗車中のタクシーからの影響の有無と運転態度評価との関連

自身の運転影響を受
態度評価けてない

どちらとも影響を受
いえないけている

が値
｡f＝４

計

４９
悪い

６５．３％

9

12.0％

17

22.7％

75

100.0％
男

１５３

平均的６５．９％
３９

１６．８％

４０

１７．２％

２３２

１００．０％ ５．８８

N.Ｓ、９３
良い

６９，９％

133

100.0％

11

8.3％

２９

２１．８％
性

295

67.0％

５９

１３．４％

８６

１９．５％

440

100.0％
計

３３
悪い

７８．６％

3

7.1％

６

１４．３％

４２

１００．０％
女

平均的779i％
１４

１１．３％

１４

]１．３％

１２４

１００．０％ ２．９９

N.Ｓ、２７
良い

87.1％

１

３．２％

３

９．７％

31

100％性
１５６

７９．２％

１８

９．１％

２３

１１．７％

１９７

１００．０％
計

⑤トラックからの影響と運転態度との関連（表９）

トラックからの影響の有無と運転態度評価との関連性については，男

女とも，自らの運転態度の認知がいずれであろうとも,「影響を受けて

いない」の回答率が最も高い。男性においても女性においても，トラッ

クからは「影響を受けていない」の回答率は最も高いことが示されてい

る。しかし，その比率は，自分の運転態度が「悪い」でやや低く,また

「どちらともいえない」の回答率も「悪い」でやや低く，その分「影響

を受けている」の回答率が，「平均的」及び「良い」における回答率よ

りも高くなっている。このような回答結果について，Ｘ2検定を行った

ところ，関連性について有意な傾向が認められた(X2(4)＝6.75,Ｐ＜10)。

女性についても，いずれの運転態度においても「影響を受けていない」

への回答結果が最も高く，他の２分類の回答はさほど多くない.統計的

検定の結果，有意な関連性は認められなかった（x2(4)＝3.39,ＮS､)。
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表９トラックからの影響の有無と運転態度評価との関連

自身の運転影響を受
態度評価けてない

どちらとも影響を受
いえないけている

x２値
｡f＝４

計

４５

５９．２％

９

１１．８％

２２

２８．９％

76

100.0％
悪い

男
148

65.2％

３８

１６．７％

４１

１８．１％

227

100.0％
平均的

６．７５

P<・１０９３

６９．４％

１４

１０．４％

27

20.1％

134

100.0％
良い

性
286

65.4％

６１

１４．０％

９０

２０６％

437

100.0％
計

３５

８１．４％

４

９．３％

４

９．３％

43

100.0％
悪い

女
１０１

８１．５％

10

8.1％

１３

１０．５％

124

100.0％
平均的

３．３９

N.Ｓ、２８

９３．３％

0

0.0％

２

６．７％

30

100％
良い

性
164

83.2％

１４

７．１％

１９

９．６％

197

100.0％
計

⑥営業用の車両からの影響と運転態度との関連（表'o）

自分の運転態度別の営業用（会社名の入った車両）からの影響は，男

性では，自分の運転態度にかかわらず「影響を受けていない」への回答

率が最も高い。次いで「影響を受けている」が高く，「どちらともいえ

ない」への回答率が最も低くなっている。ただし，自分の運転態度を

「悪い」と回答している男性の営業用の車両から影響を受けているへの

回答率は，他のカテゴリーにおける回答率よりもやや低く，その分,

「影響を受けている」への回答率が高くなっている○このような両変数

間の関連性についてはＸ２検定の結果，１％水準で有意であった

（X2(4)＝11.71,Ｐ＜､01)。

女性についても，男性同様，「影響を受けていない」への回答率が，

いずれの態度においても，最も高いことが示されており，次いで「どち

らでもない」が高く，「影響を受けていない」が最も低率となっている。

この両変数間の関連性は，統計的に有意ではなかった(x2(4)＝5.16,

Ｎ.S､)。
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表10営業用の車両からの影響の有無と運転態度評価との関連

自身の運転影響を受
態度評価けてない

どちらとも影響を受
いえないけている

ｘ２値
｡f＝４

計

４０

５３．３％

12

16.0％

２３

３０．７％

75

100.0％
悪い

男
156

67.5％

３９

１６．９％

３６

１５．６％

２３１

１００．０％
平均的

１１．７１

P<､０１８８

６５．２％

１４

１０４％

３３

２４．４％

135

100.0％
良い

性
284

64.4％

６５

１４．７％

９２

２０．９％

４４１

１００．０％
計

３６

８３．７％

6

14.0％

43

100.0％
悪い

2.3％女
100

81.3％

１２

９．８％

11

8.9％

123

100.0％
平均的

５．１６

N.Ｓ，２８

９３．３％

１

３．３％

３０

１００％
良い

3.3％
性

１６４

８３．７％

19

9.7％

１３

６．６％

196

1000％
計

⑦走行中のバスからの影響と運転態度との関連（表11）

走行中のバスからの影響を自らの運転態度に関する認知カテゴリー別

に比較したところ，いずれのカテゴリーにおいても，男女とも，「影響

を受けていない」への回答率が最も高く，次いで「影響を受けている」

が高率となっている。この両変数間の関連性を明らかにするために，

ｘ2検定を行ったところ，男女とも統計的に有意な関連性は認められな

かった（男：Ｘ２(4)＝3.58,Ｎ.S,,女：Ｘ２(4)＝1.65,ＮＳ､)。

⑧走行中のタクシーからの影響と運転態度との関連（表12）

走行中のタクシーからの影響を，自らの運転態度別に調べたところ，

男性においてはも女性においても，いずれの態度カテゴリーにかかわら

ず，「影響を受けていない」への回答率が最も高いことが示された。た

だし，男性については自らの運転態度が「悪い」と回答している者の

「影響を受けていない」への回答率が，他のカテゴリーよりもやや低い

分，「影響を受けている」への回答率がやや高くなっていることが示さ
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表１１走行中のバスからの影響の有無と運転態度評価との関連

自身の運転影響を受
態度評価けてない

どちらとも影響を受
いえないけている

Ｘ２値
df＝４

計

４７

６１．８％

１２

１５．８％

17

22.4％

76

100.0％
悪い

男
150

65.8％

３８

１６．７％

４０

１７．５％

228

100.0％
平均的

３．５８

N.Ｓ、９４

７０．１％

１４

１０．４％

２６

１９．４％

134

100.0％
良い

性
２９１

６６．４％

６４

１４．６％

８３

１８．９％

４３８

１００．０％
計

３５

８１．４％

３

７．０％

５

１１６％

43

100.0％
悪い

女
９５

７７．２％

１３

１０．６％

15

12.2％

123

100.0％
平均的

１．６５

N.Ｓ、２６

８６．７％

２

６．７％

２

６．７％

30

100％
良い

性
156

79.6％

１８

９．２％

２２

１１．２％

196

100.0％
計

表１２走行中のタクシーからの影響の有無と運転態度評価との関連

自身の運転影響を受
態度評価けてない

どちらとも影響を受
いえないけている

x２値
｡f＝４

計

４４

５７．９％

１２

１５．８％

２０

２６．３％

７６

１０００％
悪い

141

61.6％

４２

１８．３％

４６

２０．１％

229

100.0％
平均的

８．３８

P<､0５９４

６９．６％

１１

８．１％

３０

２２．２％

135

100.0％
良い

性
279

63.4％

６５

１４．８％

９６

２１．８％

440

100.0％
計

３２

７４．４％

２

４．７％

９

２０９％

43

100.0％
悪い

女
９１

７４．６％

１１

９．０％

２０

１６．４％

１２２

１００．０％
平均的

３．６４

N.Ｓ、２６

８６．７％

２

６．７％

２

６．７％

30

100％
良い

性
149

76.4％

１５

７．７％

３１

１５．９％

195

10ｑ0％
計

れている。このような回答結果について．Ｘ2検定の結果，統計的に有

意な関連性が認められた(x2(4)＝838,Ｐ＜０５)。

女性においても，いずれの運転態度であっても，「影響を受けていな

－９３－
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い」への回答率が最も高く，「影響を受けている｣，「どちらともいえな

い」の順に回答率が低下している。女性における両変数間の関連性は，

統計的には有意ではなかった(x2(4)＝3.64,Ｎ.S､)。

⑨同僚（大学生の場合は友人）からの影響と運転態度との関連（表13）

男性における同僚（大学生の場合は友人）からの影響と運転態度との

関係については，いずれの運転態度カテゴリーにおいても，最も回答率

が高いのは，「影響を受けていない」である。「影響を受けている」「ど

ちらともいえない」の順で回答率は低下している。しかし，自らの運転

態度を「悪い」と回答している者の「影響を受けていない」への回答率

は，その他の運転態度カテゴリーにおける回答率よりも相対的に低く,

その分，「影響を受けている」の回答率がやや高くなっている。このよ

うな回答結果について統計的に有意な関連性が認められた（x2(4)＝

8.67,Ｐ＜05)。

女性においても，回答結果は，男性同様，いずれの運転態度カテゴリー

表１３同僚からの影響の有無と運転態度評価との関連

自身の運転影響を受どちらとも影響を受
態度評価けてないいえないけている

x２値
dｆ－４

計

３９

５１．３％
１１

１４．５％

２６

３４．２％
76

100.0％
悪い

男
１４７

６３．６％

４１

１７．７％

４３

１８．６％

231

100.0％
平均的

８．６７

P<０５７７

５７．５％
２１

１５．７％

３６

２６．９％

134

100.0％
良い

性
263

59.6％

７３

１６．６％

105

23.8％
441

100.0％
計

２７

６２．８％

７

１６．３％

9

20.9％
４３

１００．０％
悪い

女
７８

６３．９％

２１

１７．２％

２３

１８．９％

122

100.0％
平均的

０．９４

Kｓ．17

56.7％
５

１６．７％

8

26.7％

30

100％
良い

性
122

62.6％

３３

１６．９％
４０

２０．５％
195

100.0％
計

－９４－
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においても，「影響を受けていない」への回答率が最も高く，「影響を受

けている」「どちらともいえない」の順に回答率が低下している。自ら

の運転態度に関する認知と同僚からの影響に関する認知の間には統計的

に有意な関連性は認められなかった（x2(4)＝0.94,Ｎ.Ｓ)。

４）各種交通違反に関する頻度

本研究では，運転における違反について，制限速度超過，飲酒運転，違法

駐車，信号無視。及び方向指示器不使用の５つの穂類を取り上げた。それぞ

れについて，表14から18に示すとおり，各違反行為についていくつかの状況

を設定し，それぞれに対して，どの程度の頻度で行っているかを尋ねた。頻

度については７段階での評定を求めたが，分析にあたり，表中に示すとおり

３段階に再分類した。

①制限速度超過について（表14）

制限速度超過については１表15に示したとおり，５つの状況を設定し，

それぞれに対して回答を求めた結果を表14に示す。「制限速度以下での

運転」については，「あまりしない」＋「ときどきする」への回答率が

男女とも最も高く，全体の約半数を占めている。次いで「しない」＋

「ほとんどしない」の値が高い。この項目への回答率は男女間で有意な

関連性は認められなかった(x2(2)＝2.13,Ｎ.S､)。

「制限速度よりも時速10Ｋｍ程度超過した運転」では，男女とも同様

な回答結果を示しており，「時々する」「よくする」の回答率が男女とも

かなり高く，全体の約75％を示している。Ｚ膠検定の結果，性と解答結

果の間の関連性に有意ではなかった（X2(2)＝1.81,ＮS､)。

制限速度より時速20Km程度超過した運転では，男女とも類似の傾向

を示しているものの，「しない＋ほとんどしない」への回答率は女性の

方が高く，「あまりしない＋ときどきする」の回答率は男性の方が高い。

このような性と回答結果との間の関連性に統計的に有意な傾向が認めら

－９５－



琉球大学法文学部紀要人間科学第17号2006年３月

れた(X2(2)＝5.53,Ｐ＜､10)。

「制限速度より時速30Ｋｍ程度超過した運転」については，男女とも

｢全くしない＋ほとんどしない」への回答率が最も高いが，女性の回答

率に比べて男性の回答率は低く，その分，男性においては女性よりも

｢あまりしない＋ときどきする」への回答率が高くなっていることがわ

かる。この項目への回答結果は男女間で統計的に有意な傾向の関連性が

認められた(x2(2)＝5.65,Ｐ＜・10)。

「制限速度を気にしないで猛スピードを出した運転」については，男

女とも「しない＋ほとんどしない」に対する回答率が最も高く，次いで，

｢あまりしない＋ときどきする」への回答率が高くなっている。この項

目においては出現度数がＯとなるセルがあることからX2検定は行うこ

とができない。

表１４制限速度に関する違反運転の頻度

しない＋ほとあまりしない

んどしない＋ときどきする

よくする＋

いつもする
X2hH
df＝２

計

】６３
男性

３３．９％

236

491％

８２

１７．０％

481

100.0％

制限速度以下での女性３７．７％
８１

運転
106

49.3％

２８

１３．０％

２．１３

Ｎ.Ｓ、

215

100.0％

24.

35.1％

342

49.1％

110

15.8％

６９６

１０００％
計

２６
男性

５．４％

232

48.2％

223

46.4％

481

100.0％
制限速度より時速

10Ｋｍ程度超過し
た運転

１３

女性６．１％
９１

４２．７％

１０９

５１．２％ ●

副
Ｓ

Ｌ
Ｎ213

100.0％

３９

５．６％

323

46.5％

332

47.8％

694

100.0％
計

１４８

男性３０．９％
277

57.8％

５４

１１．３％

479

100.0％
制限速度より時速
20Ｋｍ程度超過し

た運転

８５

女性３９．９％
105

49.3％

２３

１０．８％

213

1000％

５．５３

Ｐ<・１０

233

33.7％

382

55.2％

７７

１１．１％

692

100.0％
計

３０４
男性

６３．７％

163

34.2％

10

2.1％

477

100.0％
制限速度より時速
30Kｍ程度超過し
た運転

１５４

女性７３０％
５４

２５．６％

５．６５

Ｐ<・１０

３

１．４％

211

100.0％

458

66.6％

217

31.5％

３
％
１
９

１

688

100.0％
計

４１７

男性８７．４％
６０

１２．６％

0

0.0％

ｄ177

100.0％
制限速度を気にし
ないで蓮スピード

を出した運転

197
女性

９２．５％

15

7.0％

213

100.0％0.5％

６１４
計

89.0％
７５１６９０

０．９％０．１％100.0％

－９６－
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②飲酒運転について（表15）

飲酒運転に関する７つの状況に対する回答結果を男女別にまとめたの

が．表15である。いずれの状況においても，性と回答結果について２×

３のX2検定を行った。その結果，「制限速度を気にしないで猛スピード

を出した運転」以外で男女間で有意な傾向あるいは有意な差異が認めら

れる結果が示された。いずれの項目においても，「しない＋ほとんどし

ない」への回答が最も高率であるなど男女に共通した傾向は認められる

表１５飲酒運転に関する違反運転の頻度

xz1h
df＝２

よくする＋

9hつもする

しない＋ほとあまりしない+

んどしないときどきする
計

486

100.0％

３

０．６％

130

２６．７％劉性７i蕊

少量の柄を飲んだ女性８４．５％
１８０

１での運転

１６．３２

Ｐ<､0０１

213

100.0％
２９

】３．６％

４

１．９％

699

100.0％

７

１．０％

159

22.7％

５３３

７６３％

β
①
１
９

つ
幻
肥
坤

481

100.0％

７

１．５％
357

74.2％

117

24.3％
性
性

列
女ビール１～２杯程

腹飲んだ上での遮

極

１１．４０

P＜0１

214

100.0％

３

１４％
28

13.1％

183

85.5％

６９５

】00.0％

０
％
１
４

１

145

20.9％

510

77.7％
計

475

100.0％
２

０．４％

４７

９．９％

４２６
男性

８９．７％
ビール４～５杯程

庇飲んだ上での運

鯨

９．７８

Ｐ<,0１

２１２

ICO0％

0

0.0％

７

３．３％

２０５

女性９６．７％
687

100.0％

２

０．３％

５４

７．９％

６３１

９１．８％
計

３

０．６％

480

100.0％

６４

１３．３％

４１３
場性

８６．０％

鵬鮒譲女繊，L５％
194 ４．９７

Ｐ<」0

２１２

】００．０％

２

０９％

１６

７．５％

692

100.0％

５

０７％

８０

１１．６％

607

87.7％
計

478

100.0％

２

０．４％

４２

８．８％

４Ｍ
男性

９０．８％

酒を４～５杯狸度

飲んだ上での運転

213

100.0％

10.62

Ｐ＜0１

0

0.0％

２０８
女性

９７．７％

⑦

2.3％

２

０．３％

691

1000％

４７

６．８％

642

92.9％
計

４８１

１００．０％

0

0.0％

15

3.1％

４６６
男性

９６．９％

かなり酔つばらっ女性 ２１２】

た上での運転９９．５％0.5％

２１３

１００．０％

0

0.0％

694

100.0％

0

0.0％

１６

２．３％

678

97.7％
計

481

100.0％

２２

４．６％

４５８

男性９５．２％ ０２％かなり酔っぱらっ

た上での運転酔っ

ぱらった上での近

距賎の運転

４．７２

Ｐ<,１０

213

1000％

0

00％

３

１４％

２１０

女性９８．６％
６９４

１００．０％
２５

３．６％

668

96.3％
計

0.1％

－９７－
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ものの女性よりも男性の方がやや許容的な傾向が認められる（x2(2)＝

4.72～16.32,Ｐ＜・１０～001)。

③違法駐車について（表16）

違法駐車については．４つの場面が設定された．「路上での違反駐車」

「短時間の路上での駐車違反」については，男女とも，「しない＋ほとん

どない」「あまりしない＋ときどきする」への回答がほぼ同程度で高率

の回答がなされている。ただし「路上での違反駐車」では「しない＋ほ

とんどしない」の方が高率であるのに対し，「短時間の路上での違反駐

車」では，「あまりしない＋ときどきする」の方が高率となっている。

いずれにおいても，Ｘ2検定の結果，性と回答の間に意味のある関連性

は認められなかった（X2(2)＝０．０３～0.46,ＮＳ)。

「買い物の間の路上での違反駐車」については,性と回答結果の間に

表１６違法駐車に関する違反運転の頻度

しない＋ほとあまりしない＋

ん`どしないときどきする
よくする＋

いつもする
x２個
｡『＝２

計

２６３

列性５４．６％
211

43.8％

８

１７％

482

1000％

１２２

路上での違反駐車女性５７．３％
８８

４１．３％

３

１．４％

２１３

１０００％

ｑ４６

ＮＳ．

385

55.4％

299

43.0％

１１

１．６％

695

100.0％

１９４
脚性

４０．５％

266

55.5％

】９

４．０％

479

100.0％

短時間の路上での女性４０．９％
８８

違反駐車
119

55.3％

８

３．７％

215

100.0％

0.03

Ｎ.Ｓ、

282

40.6％

385

55.5％

２７

３．９％

６９４

】00.0％
計

２３０

外性４８．３％
232

48.7％

１４

２．９％

476

100.0％

買い物の間の路上女性６０．０％
１２９

での違反駐車
８０

３７．２％

６

２．８％

２】5

100.0％

８．２６

P＜０５

３５９

５２０％

312

45.2％

２０

２．９％

691

1000％
計

２鋤

男性４８．９％
２２７

４７．４％

１８

３．８％

479

1000％
他の血が通行でき
るような路上での

違反駐車

１１０

女性５１．６％
9.1

44.1％

９

４．２％

213

100.0％

０．６５

Ｎ.Ｓ、

344

49.7％

321

46.4％

２７

３．９％

692

100.0％
計

－９８－
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有意な関連性が認められた(X2(2)＝8.26,Ｐ＜０５)。男性では「あまりし

ない＋ときどきする」「あまりしない＋ときどきする」への回答がほぼ

同じで高率である。他方，女性の場合は，「全くしない＋ほとんどしな

い」への回答率が最も高く，「あまりしない＋ときどきする」の回答率

との間にかなりの差異が認められる。

「他の車が通行できるような路上での違反駐車」については，男女と

も．「しない＋ほとんどしない」への回答が最も高率で，次いで「あま

りしない＋ときどきする」と続く。性と回答結果の間に統計的に有意な

関連性は認めらなかった（x2(2)＝065,ＮＳ)。

④信号無視について（表17）

信号無視では，表17に示したように７つの状況を設定し，それぞれに

対してどの程度信号無視を行っているかの評定を求めた。

「黄色信号での進行」については，男性は「あまりしない＋ときどく

する」への回答率が最も高いが，女性では「よくする＋いつもする」へ

の回答率が最も高い。このように性によってこの項目への回答率が異なっ

ていることは明らかである。統計的にも性と回答結果との間に有意な関

連性が認められた(z2(2)＝33.96,Ｐ＜001)。「急いでいるときの黄色信

号での進行」では，男女ともに「あまりしない＋ときどきする」への回

答率が最も高いことは共通しているが，男性では女性よりも回答率がや

や高く，残りが他の２カテゴリーにほぼ同程度の分布を示しているのに

対して，女性では「よくする＋いつもする」への回答率が「しない＋ほ

とんどしない」の回答率を大きく上回っているなど男女間の回答結果

が異なっている。このような，性と回答結果の間の関連性は，統計的に

有意であった(X2(2)＝15.97,Ｐ＜001)。「安全だと思ったときの黄色信

号での進行」についても「急いでいるときの黄色信号での進行」と同様

の回答結果が認められる。すなわち，回答率が最も高率になる選択肢は
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男女とも同じであるが，その他の回答の仕方には男女にことなる傾向が

認められる。性と回答結果との間に統計的に有意な関連性が認められた

(x2(2)＝12.13,Ｐ＜､01)。

「赤信号での進行」では，男女とも「しない＋ほとんどしない」の回

答率が最も高く，男女とも約９割の回答率を示している。出現度数がＯ

となるセルがあるために，ｘ2検定は行わなかった。「赤信号にかわった

ばかりの時の進行」については，男女とも「しない＋ほとんどしない」

の回答率が最も高かいことは共通しているが，その値が男性の方がやや

表１７信号無視に関する違反運転の頻度

x3値
｡f＝２

しない＋ほとあまりしない＋よくする＋

んどしないときどきするいつもする
計

483

100.0％

314

65.0％

７５

１５．５％

９４

男性１９．５％
４３

５７．３％

75

100.0％

３３．９６

Ｐ<､００１

２２

２９．３％

10

黄色憎号での進行女性13.3％
６９８

１０００％

１２８

１８３％

438

62.8％

132

18.9％
計

479

100.0％

96

20.0％

７８

男性１６．３％
305

63.7％

懸襲鰯女性，q7％
２３ 214

100.0％

15.97

Ｐ＜001

７２

３３．６％

119

55.6％

693

100.0％

168

24.2％

１０１

１４．６％

４２４

６１．２％
計

９０

１８９％

475

100.0％

２９２

６１．５％

９３

男性１９．６％
安全だと思ったと

きの黄色憎号での

進行

６５

３０．５％

213

100.0％

12.13

Ｐ＜0１

１１８

５５．４％

３０
女性

14.1％

688

100.0％

410

59.6％

155

22.5％

123

17.9％
計

479

100.0％

４２８

男性８９．４％
５０

１０．４％

１

０．２％

215

100.0％

２２

１０．２％

0

0.0％

１９３

赤信号での進行女性８９．８％
694

100.0％

621

89.5％

７２

１０．４％
計

0.1％

６

１．３％

480

1000％

３７５
男性

７８．１％

９９

２０．６％

灘諾鑑蕗女性，07％
1５２ ４．８２

Ｐ＜･１０

58

27.0％

５

２．３％

215

100.0％

695

100.0％

５２７

７５８％

157

22.6％

１１

１．６％
計

476

100.0％

５

１．１％

４３０

男性９０．３％
４１

８．６％

識寵;鑑女性…
１８７ ０．８８

Ｎ.Ｓ，

２３

１０．８％

２

０．９％

212

100.0％

７

１０％

688

100.0％

６４

９．３％

617

89.7％
計
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高く，２番目に高い「あまりしない＋ときどきする」への回答率が女性

の方が高くなっている。このような性と回答結果との間に統計的に有意

な傾向の関連性が認められた(x2(2)＝4.82,Ｐ＜,10)。「安全だと思った

ときの赤信号の進行」については，「しない＋ほとんどしない」への回

答率が最も高く，その他についての回答結果も男女ともほぼ同様であっ

た。したがって，性と回答結果との間には統計的に有意な関連性は認め

られなかった（x2(2)＝0.88,Ｎ.S､)。

⑤方向指示器不使用について（表'8）

方向指示器の不使用に関しては，３つの状況を設定した。いずれの状

況においても，「よくする＋いつもする」の回答が，男女とも最も高い

ことは共通している。「右折や左折をするときにウインカーを出すこと」

と「先を急いでいる時に右折を左折をする際ウインカーを出すこと」の

２つの状況においては，「よくする＋いつもする」への回答率が女性よ

りも男性でやや低く，「あまりしない＋ときどきする」では女性よりも

男性の方が回答率が高いなど，男女間で回答結果に異なる傾向が認めら

れる。このような差異は統計的に有意であることが示された（前者：

Ｘ２(2)＝6.68,Ｐ＜０５，後者：Ｘ２(2)＝7.30,Ｐ＜､05)。「他の車が以内とき

左折や右折をする際にウインカーを出すこと」においても「よくする＋

いつもする」への回答率が男女とも最も高く，他への回答も男女に共通

しており，統計的に性と回答結果の間に有意な関連性は認められなかっ

た(X2(2)＝2.77,ＮS､)。
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表１８方向指示器不使用に関する違反運転の頻度
しない＋ぼとあまりしない＋
んどしないときどきする

よくする＋

いつもする
計Ｘ２１ｈ

ｄ吟２

２６
男性

５．４％

２２

４．６％

‘134

900％

482

100.0％
右折や左折をする
ときにウインカー
を出すこと

５
女性

２．３％

４

１．９％

207

95.8％

216

100.0％

６．６８

Ｐ＜０５
３１

４．４％

２６

３７％

ＯＩＩ

９１．８％
Hｆ ６９８

１０００％

２９
劉性

６．１％

４６

９．６％

403

84.3％

478

100.0％先を急いでいる時
に右折や塩折をす
る暗ウインカーを
出すこと

９
女性

４．２％

９

４．２％

196

91.6％

214

100.0％

７．３０

P<,0５

３８

５．５％

５５

７．９％

599

86.6％
計 692

100.0％

３３
男性

６．９％

６１

１２．８％

382

80.3％

476

100.0％他の単がいないと
き左折や右折をす
る際にウインカー
を出すこと

８
女性

３．７％

３０

１４．０％

176

82.2％

214

100,0％

２．７７

ＮＳ，

４１

５．９％

９１

１３．２％
５５８６９０

８０９％100.0％
計

５）各種違反運転得点の運転態度及び性別比較（表19）

上記の５種類の交通違反各々の状況に関する評定結果を，各々の項目の内

容を考慮して，高得点ほど違反性が高くなるように１点から６点を与え，各々

の状況の得点を加算して各種違反運転得点とした。それらの得点を運転態度

の自己評価と性別に，表19に示した。あわせて，性(2)×運転態度の自己評
価(3)の分散分析の結果も示す。

それぞれの違反運転で，性の主効果が有意だったのは，飲酒運転

(Ｆ(1／632)＝18.81,Ｐ＜､001)，信号無視（Ｆ(l／632)＝6.22,Ｐ､05)，方向指
示器不使用（Ｆ(l／632)＝5.03,Ｐ＜､05）であった。信号無視の得点において

は，男性よりも女性の方が高いが，その他はいずれも女性よりも男性の方が
有意に得点が高いことが示された。

運転態度の自己評価の主効果は，方向指示器不使用以外のすべてで有意で

あった（スピード違反Ｆ(2／632)＝24.84,Ｐ＜００１，飲酒運転Ｆ(2／632)＝

8.28,Ｐ＜００１，駐車違反Ｆ(2／632)＝4.89,Ｐ＜､01,信号無視Ｆ(2／632)＝

23.50,Ｐ＜001)。いずれも，自らの運転態度「悪い」群の得点が他の２群の
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得点よりも高いことが示された。

さらに，スピード違反においては．性と群の交互作用が認められた

(Ｆ(2／632)＝3.12．Ｐ＜,05)。すなわち．自らの運転態度「悪い」群と「平均

的」群では，女性よりも男性の得点の方が高いが，「良い」群では，逆に男

性よりも女性の方が得点が高くなっている。

以上の結果から，方向指示器の不使用以外のスピード違反，飲酒運転，駐

車違反・信号無視については．自身の運転態度の評価に影響を与えていると

考えることができる。また，飲酒運転と方向指示器不使用については，女性

よりも男性の方がより違反傾向が高いが，信号無視については，女性の方が

違反傾向が高いことが示された。

表１９各違反得点の性別・運転程度別比較

趣化態度
分散分析の結果

悪い平均的良い

Ｍ17.`１７１４．８９１`1.05 性Ｍ１の主効果；Ｆ（l/632〕＝0.77.Ｎ.Ｓ
態度の息に効果；Ｆ(2/632〕＝24.84,Ｐ<,００１
Ｉ恐い」＜「平均的」Ｆ良い」
交互作用；Ｆ(2/632）＝3.12．Ｐ<・]Ｏ
「悪い」「平均的」：卯性＞女性．
「良いｊ：男性<女性

男性
S、３．９５３．５７４．１０スピード違反

得点
Ｍ１６．８１１３．７】１４．９４

女性

ＳＤ４．０５３．２９４１８

Ｍ１2．５２１０００９．２２
性ｶﾞﾘの主効果；Ｆ（l/632）＝18.81．
男性＞女性

態度の主効果；Ｆ(2/632〕＝8.28,
｢悪い」＞「平均的」Ｉ良い」
交互作ｊＭ；Ｆ(2/632〕＝1.85.Ｎ.S、

男性 P<・ＯＯｌ

Ｐ＜００１

Ｓ、６．６２１．４３３．９０
飲酒迎低柵点

Ｍ９．３９８５２８．３２
女性

ＳＤ４．６０３．３５２．６１

ＭＩＬ４６１０．８４１０．０１
男性

性別の主効果；Ｆ(I/632）＝1.80,ＮＳ，
態度のl：効果；Ｆ(2/632〕＝4.89．Ｐ＜Ｏ］
｢恐い」＞「平均的ｊ「良い」
交互作用：Ｆ(2/632）＝0.84.ＮＳ、

SＤ４．２５３．９５４．４６
駐IIL迎反得点

Ｍ１1．４０９．７２９６０
女性

S、４．５７３．８２４．１７

Ｍ１8．６２１５．２５１４．６４
性別の笠効果；Ｆ(l/632）＝6.22．Ｐ＜０５
列性<女性

態度の主効果；Ｆ(2/632〕＝23.50,Ｐ＜001
｢恕い」＞「平均的」「良い」
交互作用；Ｆ(2/632）＝1.08.ＮＳ、

男性

SＤ４．８３４．３５４．２２
僧l}無視得点

Ｍ１91115.9516.66
女性

SＤ４．９５４．６５４．３５

Ｍ５．３７５．１０４．７２
男性

性別の主効果：Ｆ（l/632）＝5.03,Ｐ＜０５
男性＞女性

態度の)2効果；Ｆ(2/632）＝0.13,Ｎ.Ｓ
交互作１１１；Ｆ(2/632）＝0.57.Ｎ.S，

s、３．４１３．２２３６４方向桁示器不
使用得点

Ｍ４．２８４．３８４．５１
女性

ＳＤ２．１８２．７３１．６２
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４．まとめ

交通事故の撲滅のために，これまでは比較的画一的な対策がとられてきた。

しかし，残念なことに，そのような対策では十分な効果をあげることはでき

ていない。そこで，今後はより個人的なレベルでの交通安全教育あるいはよ

り先進的に交通カウンセリングの実施などを考慮する必要があると言える。

しかし．そのための基礎的な資料は十分に整っていない。本研究で明らか

にされた結果は，そのような個人的な交通教育や交通カウンセリングの基礎

資料として利用可能と考えられる。

交通事故の防止のためには社会的な環境の整備が望まれる。その際，運転

者を代表するものとしてタクシーやバスの運転が考えられるが，それらの運

転態度としてあまり好ましい認識を抱いていないことが本研究で明らかになっ

た。そのような認識を反映してか，手本となるべき他者の存在をあまり認識

していないことが示唆された。若年運転者の事故率の高さが問題になること

が多いが，その背景には理想的な運転が社会内にあまり存在していないこと

が一因となっているとも考えられよう。

自らの運転態度の善悪を規定する要因としては，スピード違反，飲酒運転，

駐車違反，及び信号無視が挙げられる。つまり，全体的なイメージとしての

運転態度は，そのような４つの交通違反の頻度によって規定されていること

が示唆された。このような視点に基づいて，交通カウンセリングや個別の交

通安全教育を実施することが，効果を向上させることにつながると考えられ

る。

ただし，交通カウンセリングについての基礎的な研究は，これまでに十分

に蓄積されてきていないことから，今後も精力的に研究成果を蓄積する必要

がある。

5．要約

①パス，タクシーについては，乗車中あるいは走行中に関わらず，運転
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態度は悪いと認識している比率が最も低いことが明らかになった。

②他者からの影響については，運転態度の善し悪しと関係なく，いずれ

の対象からも影響を受けていないとの回答が高率であった。

③制限速度超過違反，飲酒運転，違法駐車，信号無視，方向指示器不使

用に関する調査の結果，全くしない，ほとんどしない，あまりしない等

への回答が最も多く，いくつかの項目で性差が認められた。

④総合的な運転態度評価に対して．制限速度超過，飲酒運転，駐車禁止，

及び信号無視は，運転態度の自己評価に影響を与えていることが明らか

になった。
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